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図5 Feo.26Zno.74Fzのメスバウアスペクトルの温度変化とBlumeの方法によるフィッ
ティングの結果 (実線)
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研究会報告
Feo.26ZnO.74F2では揺らぎの温度依存性がTsGで変化するかどうかは観測できていない
が､FeO.2Mgo.gri03の結果と比較して総合的に判断すると､Feo.2MgO.8Ti03と同様に
TsGでAFクラスターがグラス凍結すると考えられる｡Feo.26Zno.74F2において1Fcの温
度依存性が大きいのはFexMg1-xTi03系に比べてFexZn1-62系の方が軸対称場が遥かに強
く､従って､イジング性が強いため､温度の低下とともに､AFクラスターが揺らぎにく
くなるのが1つの原因ではないかと考えている｡この他に､Feュ+の電子状態が関係して
いる可能性もあり､現在､検討中である｡
Feo.26ZnO.74F2
●†■ ●十:I■
I.i.
1 10 1∝)
T(K)
Feo.2Mgo,8Ti03とFeO.26Zno.74F2に
おて､メスバウアスペクトルが2種
種類の揺らぎのスペクトルの重ね合わ
せで説明できたことは､詳細は割愛す
るが､AFクラスター間に相互作用があ
り､自由には揺らげないことを示唆し
ている｡
図6 1/Tの温度変化
4 おわりに
Feo.2Mgo.griO3およびFexZn1-xF2においては､個々のスピンではなくAFクラスター
間でグラス凍結が生じると推定される結果を得た｡TsG近傍でのスピンのつながりを考
えると自然に理解できるような気がする｡Ⅹp近傍で出現するSG凍結に共通した性質で
はなかろうか｡希釈によって生じる競合が弱い系でSGの出現がみられたことから"ラ
ンダムに競合が存在すること"はSG出現の十分条件ではあるが､必要条件ではないの
ではないかとの指摘がある【8]｡しかし､これは個々のスピン間で考えた場合であって､
AFクラスター間の問題として考える必要がある｡
上記の研究は大勢の方々と共同で行いました(ref.3,4,7)｡FexZn1-xF2はUCSBで作成
された単結晶で､物性研の安岡氏に頂きました､感謝致します｡
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